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農機具に挟まれ死亡 北見

「1人で作業」 ”連絡がとれないのを不審に思い・・・”

２０１５／０７／１１

１０日午後４時２０分頃、北見市端野町緋牛内の作業用倉庫で、北見市の農器具メーカーの社員の男

性（３８）が農機具に上半身を挟まれているのを、同僚の男性が見つけて、１１９番通報した。男性はその場

で死亡が確認された。北見署などによると、男性はジャガイモを収穫する農機具の点検修理を午前中

から”1人で行っていた”。連絡が取れないのを不審に思った同僚が探しに来て発見した。同署は、男性が

作業中に誤ってて挟まれたとみて調べている。

平成27年 夏の全国交通安全運動

期間：２０１５/7/１１（土）～２０（月）

①子供と高齢者の交通事故防止

②”居眠り”など、観光・レジャー型の交通事故防止

③自転車・バイクの交通事故防止

④飲酒運転の根絶

⑤スピードの出し過ぎ防止

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”注意

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

交差点 「右左確認／よ～し！」

高温が続きます・・・熱中症に注意、「水分補給」

熱中症で300人超搬送 １人死亡

２０１５／０７／１０ ２１：００

日本列島は１０日、高気圧の影響などにより、各地で気温が上昇し、１２地点で猛暑日となった。共同通

信の集計では、少なくとも全国で３０９人が熱中症とみられる症状で病院に搬送され、うち１人が死亡した。

労災事故 工場内で、機械が頭に接触、25歳男性が重体

（２０１５年７月１０日 １５：２６）

９日午前９時４０分ごろ、岐阜県の会社の工場内で鉄板運送用の機械が社員の男性（２５）の頭部に接触する

労災事故が起きた。男性は病院に搬送されたが、外傷性くも膜下出血などのけがを負って重体だとい

う。警察の発表によると、事故発生当時、鉄板運送用の機械は何らかの不具合が生じたため、作動を

停止した状態で男性が点検を行っていた。

トラックが停止中のトラックに追突後、350ｍ先の車庫に衝突

◆追突したトラック運転手の”前方不注意”◆

２０１５年７月１０日（金）１４時２６分

９日午後４時半頃、山形県の国道で、トラックが停止中のトラックに追突した後、約３５０ｍ先の車庫

に衝突する事故があり、２人が重軽傷を負った。この事故で、トラックを運転していた男性（５２）が左

の太ももの骨を折る大ケガをしたほか、追突されたトラックの男性も軽いケガをした。警察の調べに

対し、追突したトラックの運転手は「追突した後、アクセルペダルが踏んだ状態のまま戻らなくなった」と話し

ているという。警察は、トラックの男性が前をよく見ていなかったことが事故の原因とみている。

護送車が渋滞の車列に追突か、4台絡む事故 24人搬送

◆前方の車両で何が起こるかわかりません、”車間距離を十分に”◆

２０１５／０７／１０ １２：４１

１０日午前９時ごろ、東京都の首都高速道路都心環状線で、警視庁の護送車やトラック、タクシー

など４台が絡む玉突き事故があり、２４人が病院に搬送された。いずれも軽傷とみられる。警視庁に

よると、男性巡査長（３４）が運転する護送車が渋滞の車列に追突したとみて、事故原因を詳しく調べてい

る。護送車には１０～６０代の留置人１６人と警察官ら計約２０人が乗っており、東京地検に向かっ

ていた。警視庁の課長は「けがをされた方の早期回復を願っています。再発防止を徹底していきます」

とのコメントを出した。


